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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
戦
後
80
年
、
陸
修
偕
行
社
に
移
行
し
て
活
動
を
開
始
し
て
か

ら
2
年
目
の
年
で
し
た
。
偕
行
社
時
代
か
ら
継
続
し
て
き
た
英
霊
の
慰

霊
顕
彰
、
自
衛
隊
殉
職
者
の
追
悼
等
の
事
業
を
継
承
し
、
安
全
保
障
等

に
関
す
る
調
査
・
提
言
及
び
普
及
、
陸
上
自
衛
隊
等
に
対
す
る
協
力
活

動
事
業
な
ど
組
織
を
挙
げ
て
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
こ
れ
ら
の
事
業
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
防
衛
基
盤
の
強
化

拡
充
、
も
っ
て
我
が
国
の
平
和
に
関
す
る
国
政
の
健
全
な
運
営
の
確
保

に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

は
じ
め
に

　

さ
て
昨
年
10
月
21
日
、
高
市
早
苗
内
閣
が
発
足
し
た
。
同
月
4
日
、

自
民
党
総
裁
選
に
よ
り
自
民
党
総
裁
に
選
ば
れ
た
直
後
に
、
公
明
党
の

政
権
離
脱
が
あ
り
、
総
理
に
な
れ
な
い
自
民
党
総
裁
の
可
能
性
を
取
り

沙
汰
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
極
短
期
間
の
う
ち
に
日
本
維

新
の
会
と
の
連
立
が
成
立
し
て
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
、
衆
参
両
院
で

憲
政
史
上
初
の
女
性
宰
相
が
選
出
さ
れ
た
。
思
わ
ず
宰
相
誕
生
に
拍
手

を
送
っ
た
次
第
で
あ
る
。
就
任
直
後
の
A
S
E
A
N
首
脳
会
議
出
席
、

来
日
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
、
韓
国
で
の
李
在
明
韓
国

大
統
領
、
習
近
平
中
国
国
家
主
席
な
ど
と
の
会
談
を
怒
涛
の
勢
い
で
行

い
、「
世
界
の
真
ん
中
で
咲
き
誇
る
日
本
外
交
」
を
地
で
行
く
見
事
な

外
交
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

　

就
任
直
後
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
を
飾
っ
た
高
市
内
閣
は
、
各
社
の
世
論
調

査
に
お
い
て
若
干
の
差
は
あ
る
も
の
の
発
足
直
後
は
70
〜
82
％
の
高
い

支
持
率
を
誇
り
、「
台
湾
有
事
」
発
言
後
も
70
％
を
超
え
る
支
持
率
を

維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
国
民
の
支
持
が
高
い
の
は
、
高
市
総
理
の

人
柄
、
政
治
へ
の
取
り
組
み
に
信
頼
が
お
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

今
後
の
政
権
運
営
に
当
た
っ
て
、
公
明
党
で
は
な
く
保
守
政
党
で
あ
る

日
本
維
新
の
会
と
連
立
を
組
み
、
自
民
党
が
大
敗
し
た
7
月
の
参
議
院

戦
後
3
か
月
を
経
て
、
よ
う
や
く
国
政
が
再
始
動
し
た
か
ら
で
あ
る
。

維
新
が
連
立
を
組
む
条
件
と
し
て
12
項
目
を
提
言
し
、
自
民
党
と
調
整

合
意
し
た
文
書
は
、
内
容
も
極
め
て
具
体
的
で
適
切
で
あ
る
と
評
価
す

る
。

　

12
項
目
の
合
意
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
述
べ
る
が
、
戦
後

80
年
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
人
口
減
少
と
か
つ
て
は
世

界
に
誇
っ
て
い
た
経
済
力
・
科
学
技
術
力
・
情
報
力
等
の
停
滞
に
加
え
、

ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
及
び
中
国
に
囲
ま
れ
、
軍
事
的
挑
発
活
動
が
活
発
化

し
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
一
段
と
厳
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
今
の
ま
ま
で
は
日
本
国
家
の
更
な
る
地
盤
沈
下
は
避
け
ら
れ

な
い
と
多
く
の
国
民
が
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
正
に
内
憂
外
患
、

国
難
の
時
代
で
あ
る
。
戦
後
、
経
済
大
国
・
軍
事
小
国
を
目
指
し
一
定

の
成
功
体
験
を
し
た
が
、
安
全
保
障
に
関
し
て
は
冷
戦
後
も
根
拠
の
な

い
楽
観
主
義
が
蔓
延
し
、
民
主
主
義
先
進
国
と
し
て
必
要
な
改
革
は
棚

上
げ
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
棚
上
げ
し
て
き
た
宿
題
を
解
決
し
、
米

国
と
と
も
に
懸
念
国
に
堂
々
と
対
応
で
き
る
自
立
国
家
に
変
貌
す
べ
き

時
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
日
本
国
家
の
再
興
を
願
う
日
本
国
民
の
切
実

な
願
い
で
あ
る
。

高
市
政
権
誕
生
を
歓
迎
し
新
た
な
安
保
・
防
衛
政
策

の
進
捗
に
期
待

理
事
長　

火
箱　

芳
文
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1　

自
民
党
と
日
本
維
新
の
会
と
の
連
立
合
意
書

　

高
市
政
権
誕
生
の
大
き
な
後
ろ
盾
に
な
っ
た
の
が
日
本
維
新
の
会
と

の
連
立
合
意
で
あ
る
が
、
当
該
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
国
際
安
全
保
障
環
境
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
は
、
日
本
列
島
を
強
く
豊
か
に
し
、
誇
り
あ
る
「
自
立
す
る
国
家
」

と
し
て
歩
み
を
進
め
る
内
政
及
び
外
政
政
策
を
推
進
せ
ね
ば
な
ら
な

い
」「
戦
後
80
年
に
わ
た
り
、
国
の
か
た
ち
を
作
り
上
げ
る
過
程
で
積

み
残
し
て
き
た
宿
題
」
や
「
冷
戦
後
の
30
年
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
乗

り
越
え
、
国
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
過
程
で
積
み
残
し
て
き
た
宿
題
を

解
決
す
る
」。
ま
た
「
自
立
す
る
国
家
」
と
し
て
、日
米
同
盟
を
基
軸
に
、

リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
き
、
戦
後
80
年
に
わ
た
り
積
み
残
し
た
宿
題
を
解

決
す
る
」
と
し
た
う
え
で
以
下
の
12
項
目
が
揚
げ
ら
れ
、
か
な
り
具
体

的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

①
経
済
財
政
関
連
施
策
、
②
社
会
保
障
政
策
、
③
皇
室
・
憲
法
改
正
・

家
族
制
度
等
、
④
外
交
安
全
保
障
、
⑤
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
政
策
、
⑥

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
⑦
食
料
安
全
保
障
・
国
土
政
策
、
⑧
経
安
全
保
障

政
策
、
⑨
人
口
政
策
及
び
外
国
人
政
策
、
⑩
教
育
政
策
、
⑪
統
治
機
構

改
革
、
⑫
政
治
改
革
で
あ
る
。
多
く
が
戦
後
積
み
残
し
て
き
た
宿
題
で

あ
り
、
与
党
協
議
会
に
お
い
て
政
策
を
合
意
し
、
政
府
主
導
で
必
要
な

法
律
改
正
、
制
度
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
12
項
目
の
中
で
筆
者

が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
③
と
④
と
⑤
で
あ
る
。

2　

皇
室
・
憲
法
改
正
・
家
族
制
度
等

　

皇
室
の
安
泰
と
憲
法
改
正
、
家
族
制
度
は
、
日
本
の
根
幹
、
国
の
か

た
ち
に
関
わ
り
、
日
本
の
伝
統
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
い
わ
ば
背
骨

で
あ
り
最
重
要
事
項
で
あ
る
。

　

古
来
例
外
な
く
男
系
継
承
に
よ
る
皇
統
の
維
持
が
図
ら
れ
て
き
た
日

本
で
、
安
定
的
な
皇
位
継
承
の
た
め
の
皇
室
典
範
改
正
の
実
現
は
速
や

か
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

憲
法
改
正
に
お
い
て
は
、
令
和
7
年
臨
時
国
会
中
に
9
条
及
び
緊
急

事
態
条
項
に
つ
い
て
条
文
起
草
協
議
会
を
設
置
し
、
令
和
8
年
度
中
に

緊
急
事
態
条
項
に
係
る
条
文
案
の
国
会
提
出
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

憲
法
9
条
改
正
に
つ
い
て
は
自
民
党
の
「
自
衛
隊
明
記
」
と
維
新
の
「
国

防
軍
保
持
」
で
両
党
に
隔
た
り
が
あ
る
が
、
参
議
院
に
お
い
て
は
少
数

与
党
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
協
議
会
を
通
じ
た
積
極
的
な
議
論
、

世
論
の
喚
起
を
期
待
す
る
。
も
ち
ろ
ん
筆
者
は
国
防
軍
の
保
持
に
賛
成

す
る
。

　

戸
籍
制
度
及
び
同
一
戸
籍
・
同
一
氏
の
原
則
を
維
持
し
な
が
ら
、
社

会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
旧
姓
使
用
に
法
的
効
力
を
与
え
る
、
旧
姓

の
通
称
使
用
の
法
制
化
法
案
を
令
和
8
年
通
常
国
会
に
提
出
す
る
と
あ

る
。
女
性
活
躍
社
会
実
現
の
た
め
是
非
と
も
成
立
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

3　

外
交
・
安
全
保
障
及
び
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
政
策
に
つ
い
て

　

外
交
・
安
全
保
障
分
野
の
施
策
は
既
に
実
行
に
移
さ
れ
つ
つ
あ
る
も

の
も
あ
る
が
、
宿
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
分
野
は
、
㋐

戦
略
3
文
書
の
前
倒
し
改
定
、
㋑
垂
直
発
射
装
置
搭
載
潜
水
艦
を
含
む

ス
タ
ン
ド
オ
フ
防
衛
能
力
整
備
、
㋒
自
衛
隊
の
一
元
的
指
揮
統
制
強
化

の
た
め
自
衛
隊
の
区
域
統
合
及
び
中
間
結
節
点
の
簡
素
化
等
を
実
施
、

㋓
防
衛
装
備
移
転
五
類
型
の
撤
廃
、
防
衛
産
業
に
係
わ
る
国
営
工
廠
及

び
国
有
施
設
民
間
操
業
施
策
を
推
進
、
㋔
自
衛
官
の
恩
給
制
度
の
創
設

の
検
討
及
び
「
階
級
」「
服
制
」
及
び
「
職
種
」
等
の
国
際
標
準
化
を

令
和
8
年
中
に
実
行
等
か
ら
な
っ
て
い
る
。
更
に
高
市
総
理
は
、
令
和

7
年
10
月
21
日
の
記
者
会
見
で
、「
戦
略
三
文
書
」
改
定
の
前
倒
し
、

同
月
24
日
の
所
信
表
明
演
説
で
、
防
衛
費
比
2
％
の
年
内
達
成
及
び
主

体
的
な
防
衛
力
の
抜
本
的
な
強
化
な
ど
の
方
針
を
示
し
て
お
り
、
早
期

の
実
現
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
戦
略
三
文
書
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
現
国
家
安
全
保
障
戦
略
で
は
手
付
か
ず
だ
っ
た
「
専
守
防
衛
」
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「
軍
事
大
国
に
な
ら
な
い
」「
非
核
三
原
則
」
と
い
う
日
本
の
防
衛
基
本

政
策
を
見
直
し
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
政
策
の
実
現
に
向
け
議
論

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
防
衛
装
備
移
転
五
類
型
の
撤
廃
、
自
衛
官

の
恩
給
制
度
の
創
設
の
検
討
、「
階
級
」、「
服
制
」
及
び
「
職
種
」
等

の
国
際
標
準
化
な
ど
は
、
防
衛
産
業
の
育
成
や
自
衛
官
の
処
遇
改
善
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
早
期
の
実
現
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
関
す
る
国
家
機
能
の
強
化
の
た
め
国
家

情
報
局
、
令
和
9
年
度
末
ま
で
の
対
外
情
報
庁
（
仮
称
）
の
創
設
、
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ス
パ
イ
防
止
の
法
案
策
定
な
ど
は
、
普
通
の
国
な

ら
ば
、
本
来
な
ら
冷
戦
時
代
に
実
施
し
て
お
く
べ
き
政
策
ば
か
り
で
あ

る
が
、
冷
戦
後
に
必
要
な
政
策
は
棚
上
げ
さ
れ
、
そ
の
状
況
は
自
公
連

立
政
権
時
代
も
継
承
さ
れ
て
き
た
。
国
難
の
時
代
を
認
識
し
、
こ
れ
ら

の
政
策
に
一
定
の
理
解
を
示
す
国
民
民
主
党
や
参
政
党
、
他
の
会
派
の

議
員
と
協
力
し
、
政
策
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
け
ば
、
日
本
の
安
全
保

障
上
、
大
き
な
地
殻
変
動
が
起
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

最
後
に

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
3

年
10
か
月
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
関
与
と
圧
力
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
中
国
、
北
朝
鮮
と
連
携
し
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領

の
野
望
は
つ
い
え
て
お
ら
ず
未
だ
戦
争
の
帰
趨
は
見
え
な
い
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ガ
ザ
地
区
へ
の
反
撃
を
始
め
て
か
ら
3
年
以
上
が
経

過
し
て
、
ガ
ザ
地
区
は
壊
滅
状
態
に
な
り
、
米
国
の
仲
介
に
よ
り
よ
う

や
く
停
戦
合
意
が
な
さ
れ
た
が
、
い
つ
ま
た
戦
闘
が
再
開
さ
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
。

　

世
界
情
勢
が
複
雑
、
不
透
明
な
う
え
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保

障
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
戦
後
80
年
が
経
過
し
た
現

在
、
冷
戦
時
代
と
は
大
き
く
異
な
る
安
全
保
障
環
境
の
厳
し
さ
を
実
感

し
不
安
視
し
て
い
る
国
民
は
少
な
く
な
い
。

　

米
中
間
の
戦
略
的
競
争
の
最
前
線
に
あ
る
日
本
は
、
米
国
頼
み
で
は

な
く
米
国
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
「
自
立
す
る
国
家
」
に
変
貌
し
、
日
米

同
盟
を
更
に
深
化
さ
せ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
片
務
的
な

日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
を
視
野
に
入
れ
、
全
面
的
な
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
が
可
能
と
な
る
憲
法
改
正
に
踏
み
切
ら
な
け
れ
ば
米
国
と
の

信
頼
の
絆
は
今
以
上
に
は
深
化
し
な
い
。
日
米
同
盟
が
基
軸
な
ら
ば
、

今
後
は
日
米
地
位
協
定
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
含
む
踏
み
込
ん

だ
議
論
が
で
き
る
よ
う
高
市
政
権
に
期
待
す
る
。

　

合
意
文
書
に
は
棚
上
げ
さ
れ
て
き
た
念
願
の
政
策
を
文
書
化
し
た
も

の
で
あ
り
、
実
際
に
立
案
、
実
施
に
移
せ
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
こ
と

は
理
解
す
る
。
少
数
与
党
政
権
で
あ
る
限
り
、
野
党
は
も
ち
ろ
ん
、
与

党
の
中
に
も
反
対
を
唱
え
る
議
員
も
お
り
、
こ
れ
ら
の
政
策
の
実
現
に

は
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、高
市
総
理
の
「
働

い
て
、働
い
て
、働
い
て
」
と
先
頭
に
立
っ
て
や
り
抜
こ
う
と
い
う
姿
勢
、

国
を
思
う
ま
っ
す
ぐ
な
情
熱
に
国
民
は
感
動
し
て
い
る
。
そ
れ
が
高
い

支
持
率
を
維
持
し
て
い
る
理
由
で
あ
り
、
今
後
は
国
民
民
主
党
や
参
政

党
、
保
守
的
な
別
会
派
に
属
す
る
議
員
に
も
働
き
か
け
、
政
権
を
安
定

さ
せ
、
一
つ
一
つ
政
策
を
実
現
す
る
努
力
を
惜
し
む
こ
と
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

　

今
後
は
国
内
外
か
ら
の
揺
さ
ぶ
り
が
あ
る
と
思
う
が
決
し
て
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
、
戦
後
積
み
残
し
て
き
た
宿
題
の
解
決
の
た
め
、
日
本
維
新

の
会
と
と
も
に
「
全
身
全
霊
」
を
傾
け
て
国
難
に
当
た
っ
て
頂
き
た
い
。

与
党
の
国
会
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
少
な
く
と
も
国
民
民
主
党
や
参
政
党

等
の
国
会
議
員
は
「
内
憂
外
患
」
国
難
の
時
代
に
あ
る
日
本
国
家
の
た

め
に
高
市
総
理
へ
協
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
正
直
、
今
の
日
本
に
政

党
間
の
政
争
を
や
っ
て
い
る
余
裕
も
時
間
も
な
い
。
平
均
睡
眠
時
間
3

時
間
で
頑
張
っ
て
い
る
高
市
総
理
に
は
、
御
自
身
の
健
康
に
留
意
し
て

日
本
を
「
強
く
て
豊
か
な
」
国
家
に
導
い
て
頂
き
た
い
と
願
う
ば
か
り

で
あ
る
。




